
研究課題名 当院におけるBRAF V600E遺伝子変異大腸癌症例の臨床学的検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器外科

研究責任者(職名) 松本　亮（医長）

研究期間 2021年7月27日～2022年12月31日

研究目的と意義
大腸がん組織において、BRAF V600Eという遺伝子の変異がある場合、予後が悪く抗が
ん剤が効きにくいとされていますが、実際にこの遺伝子変異があった患者さんが、臨
床的にどのような経過をとり、どのような特徴があったかを検討します。

●対象となる患者さん

当院で治療を受けられた大腸癌患者さんのうち、2018年8月～2021年1月までにBRAF
V600E遺伝子の変異について検査を受けられた方で、遺伝子の変異があった患者さん

●利用する情報

診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検査、画像検査）、治療の種別、抗
がん剤使用の有無やその内容など
・血液学的検査：血算、生化学、腫瘍マーカーなど
・画像検査：CT、MRI、内視鏡など

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・短期的な治療成績、長期的な予後、抗がん剤の感受性など

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 地域連携医療における開放型病床のニーズと役割に関する研究

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器外科

研究責任者(職名) 松本　亮（医長）

研究期間 2021年10月28日～2022年12月31日

研究目的と意義

　近年、全身麻酔で行うような消化器外科の手術は、規模の大きな総合病院で行われ
る傾向にあります。一方、地域住民の皆さんの中には、かかりつけ医による安心感
や、通院の利便性などもあり、近医での検査やフォローを求める声もあります。
　当センターでは「オープンシステム」という開放型病床を導入しており、その利用
が増加しています。そこで今回、消化器外科領域で開放型病床を利用した患者さんの
アンケート調査を行い、開放型病床のニーズや役割を検証することで、より満足度の
高い地域連携医療を提供できるよう検討することとしました。

●対象となる患者さん

2020年1月～2021年7月までに当センターの消化器外科へ紹介され、手術となった患者
さん

●利用する情報

住所、氏名、紹介元医療機関名、初診日、再診日、手術日、手術記録、入院日数など

●研究方法

　上記の情報をカルテより収集し、アンケート用紙を郵送します。回答は任意です。
回答されたアンケート内容を匿名化し、各項目について、開放型病床を利用された患
者さんと、そうでない患者さんとで比較します。また、入院期間や手術成績、退院後
のフォローの状況についても比較を行います。
　その結果をもとに、より満足度の高いシステムや手順は何かについて考察し、今後
の地域連携システムの改善を行うことで、患者さんに還元したいと思います。

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先



研究課題名 当院における大腸憩室炎に対する保存的加療から手術に移行した症例の検討

所属(診療科等) 長崎みなとメディカルセンター　消化器外科

研究責任者(職名) 奥田　真吾（医師）

研究期間 2021年10月29日～2024年3月31日

研究目的と意義
大腸憩室症ガイドラインでは、膿瘍 (5cm未満)・穿孔を伴い炎症が限局している大腸
憩室炎は保存的加療が推奨されております。本研究では当院で保存的加療を行なった
大腸憩室炎の中で、入院中に手術移行した症例について検討します。

●対象となる患者さん

当院にて2017年4月1日～2021年6月30日の間に大腸憩室炎で保存的加療となった患者
さん

●利用する情報

診断名、年齢、性別、身体所見、検査結果（血液検査、画像検査）、手術所見、病理
組織学所見、術後治療内容、経過観察期間、術後の経過。

●研究方法

上記の情報をカルテより収集し、下記について検討します。
・来院時の身体所見、画像所見など、憩室炎診断に関連する事項
・術後経過関連
・術後診断関連

　所属：長崎みなとメディカルセンター　研究開発センター

　住所：長崎市新地町６番３９号

　電話：095（822）3251

　受付時間：月～金　9:00～17：00（土日祝日を除く）

研究内容

問い合わせ先


